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皮膚科領域 におけ るCefepimeの 臨床的研 究

大河内仁志 ・高野志津子 ・尹 淑 香 ・中 西 浩 ・原田昭太郎

関東逓信病院皮膚科*

新 しい注射用セファロスポ リン系抗生物質cefepime(CFPM)を 皮 膚科領域の各種感染症患

者に投与 し,有 効性お よび安全性の検討を行 い,以 下の成績 を得た。蜂窩織炎4例,丹 毒4例,

陥 入爪の二次感染1例,感 染性粉瘤1例,計10例 に対 してCFPMを 投与 した。臨床効果は蜂

窩織炎4例 中1例 著効,3例 有効で,丹 毒4例 中2例 著効,2例 有効 で,陥 入爪の二次感染は有

効,感 染性粉瘤は著効であった。臨床検査成績では全例特 に問題な く,副 作用 も認め られなか

った。本剤は皮膚科領域における感染症に対 して有用な薬剤 と考えられた。
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Cefepime(CFPM)は プ リス トル・マ イヤー ズ研究

所株式会社東京研究所で開発された注射用セファロス

ポ リン系抗生物質である。本剤はブ ドウ球菌,連 鎖球

菌等の グラム陽性菌か ら緑膿菌 を含む各種 グラム陰性

菌 まで広範な抗菌スペ ク トルを有 し,β-lactamaseに

対 して安定 とい う特長がある1,2)。

今 回我々は本剤 を皮膚科領域の各種感染症患者に投

与 し,有 効性および安全性の検討 を行 ったので報告す

る。

1989年1月 から5月 までに当科入院 となり,同 意の

得 られた患者10例 を対象 とした。その内訳は男8例,

女2例,年 齢は18～68歳 で平均43.3歳 で あった。対象

疾患は蜂窩織炎4例,丹 毒4例,陥 入爪の二次感染1

例,感 染性粉瘤1例 であった。重症度は丹毒1例 と感

染性粉瘤が重症で他の8例 は中等度 であった。CFPM

は1回0.5～1.Ogを 生 食100mlに 溶解 し,1日2回 点

Table 1. Clinical efficacy of cefepime
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Table 2. Bacteriological effect of cefepime

滴静注 した。

臨床効果:投 与終了時(治 癒の場合 はその時点)の

全般改善度 をもとに病期,病 勢,治 癒 までの期 間など

を考慮にいれて,"著 効","有 効","や や有効","無 効"

の4段 階で判定 した。

細菌学的効果:起 炎菌 と推定される検出菌について
"消失"
,"減 少","菌 交代","不 変"の4段 階で判定 し

た。

CFPMを 投 与 した10例 の臨床成績 をTable 1に 示

す。著効4例(40%),有 効6例(60%)で 有 効率100

%で あった。CFPMの 総投与量は6～16gで 平均11.5

gで あ った。細菌学的効果では,4例 か ら7株 の細菌が

検出された(Table 2)。Streptococcus group Gに 関

しては当施設の測定のためMICは 不 明である。Bacil-

lus subtilisに 関 しては混入雑菌の可能性が否定 でき

ないため判定から除外 した。効果が判定で きたのは4

例 で,消 失3例,減 少1例 であった。 なお,副 作用に

関しては 自他覚的な副作用を生 じた症例 はなく,臨 床

検査値 でも本剤による と考 えられる異常変動は認めら

れなかった。

皮膚科領域における感染症 患者は経 口の抗生物質 で

治療可能な症例が多いが,蜂 窩織炎や丹毒 といった疾

患や,糖 尿病 などの基礎疾患のある患者の感染症の場

合,重 篤になることがあるので入院の うえ抗生剤の点

滴静注が必要 となる。今回10症 例にCFPMを 使用 し

て全例 に有効以上 と非常 によい成績 であった。細菌学

的には4例 しか判定 されていないので,総 括的なこと

はいえないが,検 出されたSt4pyhlococcus aureus 2株

ともMIC1.56μg/mlで 菌消失 となった。副作用,臨

床検査上で も特に問題 はなく,本 剤は皮膚科領域 にお

ける感染症 に対 して有用な薬剤 と考えられた。
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x The clinical efficacy of a new cephalosporin, cefepime (CFPM), was investigated in 10 patients;

4 with phlegmon, 4 with erysipelas, 1 with secondary infection and 1 with infectious atheroma. CFPM
was administered intravenously at a dose of 0.5-1.0g two times a day for 3-8 days. Clinical response
to CFPM was excellent in 4 cases and good in 6 cases. Bacteriological response was "eradicated" in
3 cases and "decreased" in 1 case. There were no side effects nor abnormal laboratory findings.


